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▼

イ

初
夏
の
風
物

1
0
県

月
岡
毎
福
水

六
月
行
き
通
う
人
は
皆
夏
服
に
衣
替

え
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
白
が
日
に
映

り
ま
す
。
田
圃
は
も
う
田
植
シ
ー
ズ
ン

水
を
張
っ
た
田
圃
の
中
で
は
、
苗
を
植

え
る
機
械
の
音
が
こ
だ
ま
し
、
ど
ん
ど

ん
首
が
植
え
て
行
か
れ
ま
す
。
今
は
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
機
械
植
え
で
、
昔

の
よ
う
な
田
植
え
風
景
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
。農
家
の
人
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
は

天
気
で
す
。
昨
年
は
冷
夏
で
東
北
地
方

を
中
心
に
非
常
な
凶
作
で
し
た
が
、
水

巻
町
は
被
害
が
少
な
く
農
家
を
安
心
さ

せ
ま
し
た
。
今
年
も
東
北
地
方
は
、
冷

．
Ｌ
書
∴
ぶ
¶

た
い
夏
を
迎
え
、
稲
の
被
害
が
心
配
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
天
気
に
負
け
ず
、
秋

に
は
徳
一
杯
に
実
を
付
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

六
月
の
花
と
言
え
ば
〝
菖
蒲
″
が
あ

り
ま
す
。
池
の
中
に
紫
、
白
、
ピ
ン
ク

の
花
を
咲
か
せ
、
雨
に
濡
れ
た
菖
蒲
は

格
別
風
情
が
あ
り
ま
す
。
近
く
で
は
、

太
宰
府
天
満
宮
の
菖
蒲
が
有
名
で
、
池

の
中
に
所
狭
し
と
咲
き
乱
れ
て
お
り
ま

す
。
今
が
満
開
と
の
こ
と
で
す
。
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町の人口
（5月末現在）

人　口　　　　27，524人

男　　　　　13，443人

女　　　　　14，081人

世帯数　　　8，670世帯

転入207人　　出生　23人

転出154人　　死亡16人

（5月異動）
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追放しよ　う

覚せい剤・シンナー遊び
◎驚 せい剤に関す る相談 は
1． 福岡県薬物 乱用対策推進 地方本部 （福 岡県衛 生部業務課）

ＴＥＬ　 Ｏ92－ （78 1）－111 1 （内線33 8）
2 ． ホ ワイ トテレホン （県警保 安一課）

ＴＥＬ　 Ｏ92－ （712）－44 44
◎ 主と して責せい剤中毒者の 入院 治療に関す る柏掛 は
3 ． 福岡県衛生部予防課 ニＴＥＬ　 Ｏ92－ （78 1）－111 1 （内線37 9）

最
近
、
覚
せ
い
剤
や
シ
ン
ナ
ー
の
乱

用
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
福
岡
県
に

お
け
る
覚
せ
い
剤
犯
罪
検
挙
人
員
は
、

昭
和
5
5
年
中
8
3
1
人
で
す
が
、
潜
在

乱
用
者
は
、
検
挙
者
の
1
0
倍
と
も
1
5
倍

と
も
習
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
に
お
い
て
も
少
年
、
少
女
の

シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
増
加
し
、
炭
住
の
空

家
内
で
は
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
た
跡
が
多

く
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
火
災
の
多
く
は
空
家

炭
住
か
ら
の
出
火
で
す
。
町
で
は
、
空

家
炭
住
の
除
却
を
す
る
よ
う
所
有
者
に

申
し
出
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

も
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
見
つ
け
た
ら
警

察
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

～
そ
の
怖
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～

シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
と
①
自
制
心
を
失

う
（
非
行
、
交
通
事
故
な
ど
）
⑧
青
少

年
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
㊥
貧
血
な
ど

血
液
に
異
常
を
き
た
す
④
肝
臓
や
腎
臓

な
ど
内
臓
が
お
か
さ
れ
る
⑤
尊
通
の
人

に
は
見
え
な
い
も
の
が
見
え
た
り
す
る

な
ど
精
神
異
常
を
お
こ
す
⑥
脳
に
異
常

が
お
こ
る
①
脳
の
マ
ヒ
や
窒
息
に
よ
る

死
亡
が
多
い
。

覚
せ
い
剤
中
海
に
な
る
と
①
電
柱
や

立
木
が
人
に
み
え
る
㊥
自
分
の
意
ロ
を

言
わ
れ
て
い
る
と
か
、
誰
か
が
自
分
を

殺
し
に
く
る
な
ど
の
幻
視
、
幻
覚
、
幻

想
、
妄
想
を
生
じ
殺
人
、
傷
害
、
放
火

な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
原
因
と
な
る
。

視
覚
障
害
者
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

◇
差
別
を
無
く
し
明
る
い
社
会
を
作
ろ
う
◇

－
福
岡
県
同
和
間
鴇
啓
発
強
調
月
間
－

川棚醐

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政

の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
国
民
的
課
題

で
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
及
び
水
巻
町
で
は
、
今
日
ま

で
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
理
解

を
深
め
て
差
別
を
な
く
す
た
め
の
啓
発

活
動
を
僚
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
今
日
な
お
恵
質
な

差
別
事
象
が
続
発
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
県
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
自
か

ら
の
課
題
と
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
意

識
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
7
月
1
日
か

二
㍉
工
三
二
㍉
㍉
ｌ
道

下
一
斉
に
行
事
を
行
い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ま
も
、
こ
の
機
会
に

同
和
問
題
を
再
認
識
し
、
差
別
を
無
く

す
た
め
に
努
力
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

▽
啓
発
行
事

。
街
頭
啓
発
　
7
月
1
日
　
水
巻
駅
前

。
同
和
教
育
研
修
会

7
月
8
日
　
水
巻
町
民
会
館

。
同
和
問
題
講
演
会

7
月
1
6
日
　
飯
塚
文
化
ホ
ー
ル

。
地
域
学
習
会
　
各
地
域

：
十
㌦

6
月
7
日
、
吉
田
の
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
視
覚
障
害
者

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
国
際
障
害
者
年
に
あ
た
り
、

町
で
も
「
国
際
障
害
者
年
推
進
水
巻
町

懇
話
会
」
を
設
け
、
障
害
者
の
基
本
的

人
権
の
確
立
、
各
種
障
害
者
対
策
の
充

実
を
柱
に
今
後
1
0
年
間
に
息
長
く
事
業

を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

会
議
で
は
、
水
巻
町
社
会
諜
石
田
課

長
、
水
巻
町
身
障
福
祉
会
の
小
川
会
長

水
巻
町
民
生
委
員
協
議
会
の
内
尾
総
務

日
頃
目
の
不
自
由
な
万
の
た
め
点
訳
を

さ
れ
て
い
る
、
と
も
し
ぴ
の
会
の
赤
時

会
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
、
日
常
生
活
に

お
け
る
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
の
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
の
串
に
は
①
視
力
障
害
者
の
家

庭
に
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
来
て
も
ら

え
な
い
か
㊥
道
路
の
凸
凹
や
歩
道
が
平

で
な
く
、
歩
き
に
く
い
㊥
歩
道
内
の
駐

車
を
や
め
て
ほ
し
い
④
役
場
窓
口
に
ダ

イ
モ
テ
ー
プ
に
よ
る
案
内
表
示
を
し
て

ほ
し
い
と
言
っ
た
切
々
た
る
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
障
害
を
も

た
な
い
者
に
と
っ
て
何
で
も
な
い
よ
う

な
事
で
す
が
、
障
害
者
に
と
っ
て
は
生

活
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
そ
の
人
の
立
場
に
立
た
な
い
と
、
そ

の
人
の
悩
み
は
本
当
に
わ
か
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
音
楽
を
痛
感

し
た
一
目
で
し
た
。

（
編
集
者
〕

切
々
な
要
立
が
出
さ
れ
ま
し
た

不
起
訴
処
分
に
不
満
の
方
は

気
軽
に
審
査
申
立
て
を

詐
欺
、
お
ど
し
、
傷
害
、
暴
行
、
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
督
寮
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
事
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

菜
起
訴
処
分
は
ど
う
も
納
得
廿
き
な

い
″
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
万
は
そ
の
ま

．
軌
折
戦
顔
紅
恵

ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検
察
審
査
会

に
相
談
く
だ
さ
い
。

申
立
の
費
用
は
無
料
で
、
く
わ
し
く

は
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
（
小
倉
北

区
金
田
一
Ｔ
Ｈ
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
内

曾

5

6

1

・

3

4

3

1

）

　

に

問

い

合

せ

て
く
だ
さ
い
。

夏期プール監視員募集　0夏休み中　0円当11」3，500】ｌＪ
07月5日までに教育委員会に申込を
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成
人
病
検
診
申
し
込
み
は
も
う
済
み
ま
し
た
か

。
問
診
票
を
記
入
し
ま
す
の
で
、
直
接

本
人
が
料
金
を
そ
え
て
、
衛
生
係
へ

申
込
み
下
さ
い
。

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

水
巻
町
で
は
町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
各
地
区
で
検
診
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
を
、
の
が
き
な
い
よ
う

に
是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

2

8
月

1 26

7
月

25 19

7
月

18 12

7
月
11

日 8 日 日 日 日 8 日

日 土 日 土 日 土 日 土

士口 猪 役 み
田
団 熊 場 すナ

は
地

爪
公 西 用

地
ぷ
民
民 別 公

館 館 館 民
館

▽
検
査
内
容

身
長
、
体
重
、
視
力
測
定
、
検
尿

血
圧
、
血
液
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
血
糖
検
査
、
心
電
図
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
ガ
ン
検
査

▽
料
金

。
成
人
病
検
診
一
謂
他

。
胃
フ
㍍
聖
咽
碩
他

無
料
5
百
円

5
百
円

千
9
百
円

▽
そ
の
他

。
定
員
は
各
会
場
1
2
0
名
で
す
。

昨年の受診者地区別内訳

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
人
は
免
除
の
手
続
を

地　　 区 性別 20　 代 30　 代 40　 代 50　 代 顔）　 代 計
青田団地

公民館

男 3 4 12 7 10
女 7 17 26 20 30

西　 別　 館
男 2 5 4 5 22

女 5 21 17 21 29
13ｌ

猪熊公民館
男 2 7 7 11 35

加女 11 2 1 20 49 46
みずほ団地

公民館

男 0 1 5 4 10
幡女 2 13 5 27 15

計 】
7 25 17 72 9 1 2 29 126 77 1刃

5労32 89 119 15 1訂

▽
対
象
児
　
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
ま

で
の
乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
受
け

て
な
い
子
供
。

▽
実
施
月
日
及
び
時
間

。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

7
月
1
5
日
（
水
〕
　
1
4
時
～
1
5
時

。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種

（
判
定
）
7
月
1
7
日
（
金
〕

1
3
時
～
1
4
時

（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
）
7
月
1
7
日
（
金
）

1
4
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
現
在
熱
が
あ
る
子
供
。

。
燥
性
の
疾
患
（
腎
臓
、
喘
息
な
ど

）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供
。

二
カ
月
以
内
に
麻
疹
、
水
痘
、
お

た
ふ
く
風
な
ど
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
子
供
。

二
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
を
起
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供
。

以
上
で
す
が
心
配
な
点
は
、
か

か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

▽
そ
の
他
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

な
お
、
ツ
反
応
検
査
の
時
は
問
診
票

は
い
り
吏
せ
ん
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
問
診
票

は
ツ
反
接
種
時
に
会
場
で
き
し
あ
げ

ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
は
6
月
3
0
日
ま
で

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
で
、
生
活
が
苦
し
く
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や

生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
は

保
険
料
の
免
除
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
生
活
が
苦
し
い
か
ら
と
、
た
だ
漫

然
と
保
険
料
の
納
付
を
怠
っ
て
い
る
と

将
来
、
何
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

◎
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
分
も
年

金
は
つ
き
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
免
除
さ
え
受
け
て
お

れ
ば
、
将
来
の
年
金
を
受
け
る
権
利
は

保
障
さ
れ
ま
す
。
た
だ
老
齢
年
金
の
額

を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
納
め
た
人
に

■

較
ペ
て
宛
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。

◎
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
を

免
除
を
受
け
て
お
れ
ば
、
あ
と
で
生

活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
、
1
0
年
前
の

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
時
の
保
険
料

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
追
納
を
す
る
と
納
め
た
人
と
同

じ
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
◎
7
月
未
ま
で
に
免
除
の
手
続
を

7
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

今
年
の
4
月
か
ら
来
年
3
月
分
ま
で
の

1
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
任
意
加
入
の
人
に
つ
い
て
は

こ
の
免
除
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
日
時
　
7
月
1
3
日
、
1
4
日

午
前
1
0
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
　
6
0
才
以
上
の
万

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
港
定
、
保
健
指

導

母
子
手
帳
交
付

▽
日
時
　
7
月
6
日
・
2
0
日

午
前
1
0
時
か
ら

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
　
遠
賀
保
健
所
で
の
検
診
終
了

後
1
0
日
経
っ
て
い
る
妊
婦

※
時
間
厳
守
の
こ
と
。
印
鑑
を
持
参

の
こ
と
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
で
、
ま

だ
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
な
い

人
は
、
早
く
役
場
老
人
児
童
係
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の

。
届
出
書
（
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

母

　

親

　

学

　

級

▽

日

時

　

7

月

6

日

7

月

1

3

日

7

月

2

0

日
1
3
時
～
1
5
時

※
3
日
間
と
も
講
義
内
容
が
違
い
ま

す
の
で
、
全
日
程
を
受
講
下
さ
い
。

▽
場
所
　
役
場
西
別
館
、
た
だ
し
7
月

2
0
日
は
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

な
お
、
受
講
の
際
「
母
子
手
帳
」
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

。
印
鑑

。
5
6
年
度
町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額

通
知
書

届
出
の
な
い
人
は
、
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
、
6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

水
巻
短
歌
年
度
賞

捨
て
か
ね
し
蒔
絵
の
櫛
の
何
と
な
く
磨

く
癖
つ
き
て
秋
祭
り
く
る

－
頃
未
　
行
徳
は
る
え
ー

過
ぎ
去
り
し
三
十
余
年
よ
こ
こ
ろ
よ
り

ポ
タ
山
に
対
ひ
訣
れ
を
告
ぐ
る

ー
川
崎
市
　
須
藤
キ
ク
ー

点
前
す
る
こ
の
ひ
と
時
に
安
ら
ふ
と
宿

将
も
つ
娘
の
吹
雪
く
日
も
来
る

ー
吾
田
　
山
本
み
え
ー

合成洗剤を追放しましょ　う。
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！！！！！！！ま全会！！！！日！！ｌ全会惑乱

六
月
十
四
日
、
町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
バ
ド

、
ミ
ン
ト
ン
、
軟
式
魔
球
、
卓
球
、
剣
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
五
種
目
が

各
会
場
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
選
手
と

も
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
力
の
限
り
出
し
合
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｌ巧弓錆前置〒苧鞘ｉｉｉ澤等

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
◇

〇
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
竹
内
　
稔

準
優
勝
　
村
山
一
繁

〇
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
守
口
恵
子

準
優
勝
遠
坂
恵
美
子

○
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
仲
間
万
由
美

準
優
勝
　
竺
原
ひ
と
み

○
小
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
仲
間
正
美

準
優
勝
　
真
野
由
美

時
枝
秀
年

上
妻
伸
一

中
村
知
恵
子

板
橋
比
奈
子

永
峯
佳
苗

本
田
千
鶴

中
村
比
余
子

平
田
裕
子

準
優
勝
　
千
田
耕
一
（
猪
熊
〕

〇
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
．

優
　
勝
　
橋
本
喜
代
美
（
吉
田
三
〕

準
優
勝
　
山
田
秀
子
（
吉
田
一
）

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
墨
田
寮
昭
（
頃
宋
南
）

準
優
勝
　
才
津
久
和
（
頃
東
南
）

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
真
鍋
奈
見
江
（
み
ず
ほ
）

準
優
勝
　
日
高
敦
子
（
み
ず
ほ
）

優
　
勝
　
江
島
代
志
久
（
吉
田
一
）

準
優
勝
．
惣
川
　
賢
（
吉
田
二
）

0
4
0
才
未
満
四
段
以
上
の
部

優
　
勝
　
滞
水
沼
徳
（
立
屋
敷
）

準
優
勝
　
永
野
勝
久
（
猪
熊
）

0
4
0
才
以
上
四
段
以
上
の
部

優
　
勝
　
滝
口
　
泉
（
み
ず
ほ
）

準
優
勝
　
畠
山
昭
彦
（
頃
末
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
◇

〇
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
頃
末

準
優
勝
　
梅
ノ
木
田
地

○
中
学
女
子
の
部

優
　
勝
　
吉
田
団
地

準
優
勝
　
み
ず
ほ
団
地

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会

会
員
募
集

町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
、
勤
務

さ
れ
て
い
る
万
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

愛
さ
れ
て
い
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。

男
女
年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

も
歓
迎
し
ま
す
。
希
望
者
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
を
。

▽
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

▽
会
場
　
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
事
務
局
　
役
場
内
　
荒
巻

な
お
、
女
子
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
す

の
で
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

◇
軟
式
魔
球
◇

〇
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
田
中
・
須
賀
崎
組

準
優
勝
　
安
達
・
松
高
組

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
患
川
・
山
方
組
（
南
中
）

準
優
勝
　
佐
藤
・
田
口
組
（
南
中
）

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
芳
野
・
大
倉
組
（
南
中
）

準
優
勝
　
本
田
・
堤
　
組
（
南
中
）

◇
卓
　
　
球
◇

〇
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
後
藤
　
勇
（
二
町
住
）

準
優
勝
　
宰
相
克
己
（
樋
　
口
）

〇
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
後
藤
　
勇
・
京
　
忠
萄
組

準
優
勝
　
労
資
健
児
・
山
田
正
広
組

0
4
0
才
以
上
の
部

優
　
勝
　
船
津
寿
－
（
二
）

∴

◇
剣
　
　
道
◇

○
中
学
一
年
生
の
郭

優
　
勝
　
大
塚
正
二
（
頃
末
）

準
優
勝
　
広
光
一
人
（
伊
左
座
）

○
中
学
二
年
生
の
部

優
　
勝
　
新
洞
革
三
（
苫
田
ノ
三
）

準
優
勝
　
粟
屋
　
剛
（
吉
田
団
地
）

○
中
学
三
年
生
の
部

優
　
勝
　
国
武
意
智
（
み
ず
ほ
）

準
優
勝
　
伊
東
智
延
（
青
田
ノ
二
）

○
女
子
の
部

優
　
勝
　
小
田
多
賀
子
（
机
）

・
準
優
勝
　
別
田
よ
し
え
（
吉
田
二
）

0
3
0
才
未
満
三
段
以
下
の
部

九州朝日レガッタ

遠賀川で熱戦を展開

6月13日・14日に遠賀川において、初めてのポート兢技
が開催されました。熱戦が繰り広げられ、新日本製鉄チ
ームが優勝しました。

7　月　の体育行革　7月5日　水泳スポーツ少年団プール開き
7月2柑　第22回遠賀郡水泳大会（芦屋）
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∇
茎
一
本
に
4
7
個
の
ユ
リ
咲
く
△

47個の花が咲いたお化けユリ、

来年も咲くのが楽しみです。

下
二
町
住
、
岡
林
正
美
さ
ん
万
の
庭

の
ユ
リ
が
、
一
本
の
茎
に
な
ん
と
4
7
個

も
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
こ
の
ユ
リ
は

オ
カ
ノ
ユ
リ
と
言
い
、
ユ
リ
は
一
本
の

茎
に
5
個
か
ら
1
0
個
の
花
を
つ
け
る
の

が
普
通
で
、
こ
の
突
然
変
異
に
岡
林
さ

ん
も
び
っ
く
り
。
岡
林
さ
ん
の
謡
で
は

特
に
変
っ
た
肥
料
を
や
っ
た
わ
け
で
も

な
く
「
来
年
も
こ
の
よ
う
に
多
く
の
花

を
咲
か
せ
る
よ
う
に
育
て
た
い
」
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

是
非
、
来
年
も
こ
の
お
化
け
ユ
リ
を

見
た
い
も
の
で
す
。

遥
潤

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
6
月
下
旬
か
ら
璃
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
1

7
月
1
日
調
査
期
日
と
し
て
全
国
い

せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。こ
の
調
査
は
、
3
年
ご
と
に
工
場
、

商
店
な
ど
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種

類
な
ど
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
調
査

す
る
も
の
で
す
。

6
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し

記
入
の
依
頼
を
し
、
7
月
上
旬
に
回
収

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
に
際
し
ご
不
明
な
点
は

役
場
農
林
商
工
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

（
調
査
票
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
）

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生
の
募
集

中
国
に
行
っ
て
心
に
残
っ
た
こ
と

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
や
は
り
そ
れ

は
、
人
と
の
出
会
い
で
は
な
か
っ
た

か
と
患
う
。

私
達
が
天
津
賓
館
で
夕
食
を
と
り

中
庭
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た

ら
、
一
班
の
通
訳
さ
ん
が
、
「
こ
の

川北裕子さん

申
し
訳
け
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。

許
し
て
く
れ
ま
す
か
。
」
と
聞
い
て

み
た
。
「
も
う
そ
れ
は
す
ん
で
し
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
水
に
流
し
ま
し
ょ

う
。
私
は
こ
の
歌
の
歌
詞
も
メ
ロ
デ

ィ
ー
も
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
平
和

の
た
め
に
、
お
互
い
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
」
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
感
激
し

た
。
中
国
の
わ
ず
か
な
人
で
も
そ
う

思
っ
て
く
れ
て
る
な
ら
、
も
う
そ
れ

き
た
い
で
す
。
」
と
強
く
言
っ
た
時

日
本
と
中
国
が
、
自
由
に
行
き
来
で

き
た
ら
ほ
ん
と
に
い
い
、
そ
う
い
う

日
が
早
く
く
る
の
を
願
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
大
声
で
歌
を
歌
い
別
れ
を

惜
し
ん
だ
。

青
島
を
ま
わ
り
、
い
よ
い
よ
中
国

大
陸
と
も
別
れ
の
日
が
き
て
、
も
う

二
度
と
会
う
こ
と
が
な
い
か
も
し
れ

な
い
中
国
の
友
人
に
、
大
声
で
「
再

日
中
友
好
青
年
の
船
体
験
記

歌
を
教
え
て
下
さ
い
。
」
と
私
達
の

所
に
近
づ
い
て
き
た
。
歌
詞
を
見
て

み
る
と
　
〝
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供

達
″
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
何
回
も
何

回
も
歌
い
な
が
ら
「
私
達
は
こ
の
歌

の
よ
う
に
戦
争
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

私
達
の
先
祖
は
あ
な
た
達
に
非
常
に

だ
け
で
中
国
に
来
た
甲
斐
が
あ
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

天
津
と
も
別
れ
の
日
が
き
て
、
船

に
戻
る
時
、
打
ち
解
け
た
バ
ス
の
中

で
、
日
本
語
の
す
ば
ら
し
く
上
手
だ

っ
た
通
訳
さ
ん
が
、
「
日
本
で
は
ｒ

会
う
は
別
れ
の
始
め
な
り
」
と
い
う

諺
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
で
は
「
別

れ
は
会
う
の
始
め
な
り
」
と
い
い
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
日
本
に
是
非
行

見
／
」
と
叫
ん
だ
。
し
っ
か
り
持
っ

た
テ
ー
プ
の
向
こ
う
、
国
と
国
の
問

題
は
あ
る
に
せ
よ
、
人
間
同
志
の
結

び
つ
き
は
な
く
し
た
く
な
い
。
永
遠

の
平
和
を
望
み
、
壊
中
電
燈
を
み
ん

な
で
海
に
投
げ
た
。
波
間
に
、
ほ
た

る
の
光
の
よ
う
に
、
見
え
隠
れ
し
な

が
ら
、
青
春
の
海
に
消
え
て
ゆ
く
。

私
の
好
き
な
中
国
、
青
春
の
思
い
出

を
あ
り
が
と
う
。

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、

奨
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▽
高
校
奨
学
生

○
応
募
資
格
　
①
保
護
者
が
道
路
上
の

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後

遺
障
害
で
働
け
な
い
た
め
に
学
資
に

困
っ
て
い
る
高
校
生
　
㊥
成
績
不
問

○
奨
学
金
　
月
額
1
5
、
0
0
0
円
～

2
0
、
0
0
0
円
、
た
だ
し
5
3
年
度

以
前
に
入
学
し
た
者
は
1
0
、
0
0

0

円

～

1

5

、

0

0

0

円

※
高
校
・
高
専
在
学
生
の
方
は
今
す
ぐ

申
込
ん
で
下
さ
い
。

求
中
学
3
年
生
の
方
は
今
す
ぐ
「
予
約

」
の
出
癖
を
し
て
下
さ
い
。

▽
専
修
・
各
種
学
校
奨
学
生

○
応
募
資
格
　
①
交
通
遺
児
育
英
会
高

校
奨
学
生
で
あ
っ
た
も
の
　
②
修
業

年
限
2
年
以
上
専
修
・
各
種
学
校
に

在
学
し
て
い
る
も
の

○
奨
学
金
　
月
3
0
、
0
0
0
円

▽
大
学
奨
学
生

○
応
募
資
格
　
①
交
通
遺
児
ま
た
は
交

通
事
故
に
よ
る
重
い
後
遺
症
者
の
子

弟
で
学
資
に
困
っ
て
い
る
も
の

㊥
成
績
優
秀
者

○
奨
学
金
　
月
額
3
0
、
0
0
0
円
と

4

0

、

0

0

0

円

▽
入
学
一
時
金
　
育
英
会
の
高
校
奨
学

生
・
大
学
奨
学
生
で
、
私
立
高
校
・

私
立
大
学
に
入
学
し
た
も
の
に
は
、

入
学
一
時
金
を
貸
与
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
金
額
は
、
私
立
高
校
2
5
万

円
、
私
立
大
学
3
0
万
円
で
。

㊥
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
役

場
社
会
諜
民
生
係
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

吉
田
・
猪
態
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
抽
せ
ん
日

吉
田
・
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
の
日
・
祭
日
　
▽
日
　
時
　
7
月
6
日
　
1
3
時
か
ら

使
用
者
の
抽
せ
ん
を
、
次
の
と
お
り
行
　
▽
場
　
所
　
町
民
会
館
二
階
会
議
室

い
ま
す
。

▽
使
用
日
　
9
月
分

町県民税0国民健康保健税の第1期分の納期は6月30日まで、お早く。
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〝
ご
み
″
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

燃
え
る
ご
み
燃
え
な
い
ご
み
の

区
別
を
は
っ
き
り
と
／

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
出
す
〝
ご
み
″

は
、
ご
み
の
種
類
別
に
集
め
ら
れ
ま
す

収
集
し
た
燃
え
る
ご
み
の
中
に
、
土
や

金
属
、
ビ
ン
な
ど
燃
え
な
い
ご
み
が
た

く
さ
ん
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
処
理
施
設

の
機
械
の
故
障
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

必
ず
家
庭
で
分
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

燃
え
る
ご
み

包
装
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
布
類
、
小

物
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど

◎
ご
み
容
器
は
紙
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
持
ち
運
び
に
便
利
な
も
の
に
し
て
下

さ
い
。

◎
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
十
分
水
を
切

っ
て
、
燃
え
や
す
い
ご
み
と
混
ぜ
て
下

さ
い
。

燃
え
な
い
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
晶
、
ゴ
ム
類
、
陶

磁
器
、
金
具
、
燃
え
か
す
、
貝
が
ら
、

ガ
ラ
ス
類
、
カ
ン
類
な
ど

◎
ス
プ
レ
ー
類
は
液
を
ぬ
き
と
り
穴
を

あ
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

粗
大
ご
み

家
庭
電
気
製
品
、
家
具
類
、
自
転
車

畳
、
ト
タ
ン
な
ど

◎
収
集
日
の
2
日
前
ま
で
に
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
必
要
で
す
。
な
お
、
引
越

ご
み
、
増
改
築
に
よ
る
ご
み
は
粗
大
ご

み
の
取
り
扱
い
は
出
来
ま
せ
ん
。
事
業

ご
み
と
し
て
有
料
に
な
り
ま
す
。

心
配
ご
と
・
法
律
人
権

相
談
所
開
設

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽

日

時

　

7

月

6

日

・

1

3

日

・

2

0

日

・

2
7
日
（
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分
）

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
岡
県
警
察
官
募
集

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
8
日
～
7
月
1
7
日

▽
受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
又

は
、
来
春
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

▽
採
用
予
定
人
員
　
1
3
0
名

▽
試
験
日
　
8
月
2
日

▽
試
験
地
　
福
岡
高
等
学
校

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
折
尾
警
察
署

警

務

課

（

6

9

1

・

0

3

3

1

、

内

線

2
1
1
）
　
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

お
か
の
台
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

▽
入
居
申
込
書
は
、
7
月
1
日
よ
り
水

巻
町
役
場
か
北
九
州
土
木
事
務
所
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

▽
入
居
申
込
受
付
は
、
7
月
1
日
よ
り

北
九
州
土
木
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

建設年度 種 戸　 数 客　　 質 聞　 ど　 り

54年度建 設 1 22戸 26，∝沿円 6・6・4 ．5 ・ＤＫ

55年度建設

2 14戸 22 ，伽0円 6・6・4．5・Ｄ Ｋ

2 4 戸 24，（》0円 6 ・6 ・6 ・ＤＫ

詳しいことは福岡県建築管理課
4㊨092－781－1111）へ。

公
立
学
校
教
員
採
用
候
補

者
選
考
試
験
を
実
施

福
岡
県
、
北
九
州
市
及
び
福
岡
市
の

小
学
校
、
中
学
校
、
養
護
教
員
及
び
北

九
州
市
立
幼
稚
園
教
員
の
採
用
候
補
者

選
考
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す

▽
志
願
書
の
受
付

6

月

1

3

日

～

3

0

日

（

9

時

か

ら

1

6

時
）
ま
で
。

▽
志
願
者
の
交
付
及
び
受
付
場
所

福
岡
県
＝
県
教
育
庁
指
導
第
二
課

北
九
州
市
＝
市
教
育
委
員
会
教
職

員
課
福
岡
市
＝
市
教
育
委
員
会
教
職
員

諜

▽
試
験
の
日
時

7
月
2
6
日
　
午
前
9
時

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
福
岡
県
教
育

委
員
会
、
北
九
州
教
育
委
員
会
、
福
岡

市
教
育
委
員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

7月のし尿汲取予定日
1日　頃末（1、3、4、7、16、18区）、
猪熊

2日　頃末（1、2、7、10区）、林住宅、
垣痕、猪熊

3日　唐熊（頃末22、23区）、鯉口（吉田二
6、吉田三5区）、猪熊

4日　唐熊（頃末22、24区）、御輪地（吉田
二1、2区）、鯉口（吉田三2、5、
6区）、頃末（15、25区）、新生街、
猪鮨

6日　御輪地車返し（吉田三6、11区）、鯉
口（吉田三1、2、3、5区）、15日
まわり、猪熊

7日　緑風園、頃末（5、12、13、18区）、
松栄荘

8日　中央区（頃末17、19、20、21区）、松

栄荘、美吉野、頃末（5、12、13区〕

9日　中央区（頃末9、10、20、21区、みず

まき苑）、下二、伊左座、立屋敷、古
賀、新生街、美吉野

10日　片山、川端通り、本村、二、下二、美
吉野、古賀、机

11日　大橋、県道筋（吉田二5、6、3区）

滑石、宮尾、本村、御輪地、二、頃末
（6、11、14区）

13日　大橋、県道筋（吉田二3、4、6、9
区、イワゼ町住）月夜待（吉田一3区
）、車返し、宮ノ下、頃末（6、11、
14区）

14日　下二町住、二町住、宮ノ下、机社宅

15日　吉田団地（37～43、46－52梗）、二町

任、商店街（吉田一3区）、樋口

16日　吉田団地（19～22、28－36、44、45、

53～57、94－101棟）、卯月、樋口
17日　吉田団地（3～6、8～10、16～18、

23～27、60－65、83－85、102～113棟
）、猪熊

18日　吉田団地Ｃｌ、2、7、11－15、66～
71、76－82、86－93、105、108棟）

20日　猪熊町住
21日　古賀県住

22日　下二（1、2、3区）、‾吉田団地（72

猪～73棟、分譲住宅）、15日まわり、

熊

23日　二、野間町住、吉田本村、樋口赤水

24日　二、伊左座、樋口川端通り

25日　幼稚園通り（二1、2区、伊左座3、
5区、双葉荘、下二4、10区）、伊左
座、樋口

27日　幼稚園通り（伊左座3、5区、下二5

6、7区）、猪熊

28日　みずほ団地
29日　みずほ団地

あなたの役場です　　電話（201）4321番

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

一
口
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


